
Smile&Harmony
～明るい笑顔と調和～

　広報誌35号発行にあたり一言ご挨拶申し上げ

ます。

　日頃は病院運営にあたり格別なるご高配を賜り

厚く御礼申し上げます。

　昨年度は、入院患者様を始めとして、多くの職員

が新型コロナウイルスに感染するクラスターを3回も

経験することになり、当院をご利用されている皆様

方、関係機関の皆様には多大なご心配とご迷惑を

おかけしたことを謝罪申し上げるとともに、藤田医科

大学病院を始めとして関係各位の皆様の多大な

るご支援を賜りましたこと、この書面をお借りして御

礼申し上げます。

　さて、そのような中で、4月1日には例年以上の新

たな仲間を迎えることができました。本年6月には昨

年度に受審する予定であった病院機能評価を受

審することとなっております。病院機能評価の受

審については、コロナ渦の影響により2度も延長せ

ざるを得ない状況となってしまいましたが、受審延

期を逆手に、より高みを目指した運営となるべく準

備を重ねて参りました。受審までの期間はあとわず

かとなりましたが、新たな仲間とともに万全な準備

をしていきたいと考えております。今後とも皆様に

はよろしくご指導・ご鞭撻賜りますようお願い申し

上げます。
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・いつも明るく患者様の満足を常に考え、 
医業に専念します。

・地域に働く人々及びその御家族の幸せを
第一に考え、信頼される調和のとれた病
院を目指します。

・同じロマンを持つスタッフが一丸となり
得られた成果を社会に還元し、医療の質
向上に努めます。

・個人としてその人格を尊重され、適切な医療
を平等に受ける権利があります。
・病名、病状、予後、検査と治療の内容と危険
性、薬の効果と副作用などについて十分に理
解できるまで説明を受ける権利があります。
・治療法など自らの意思で選択する権利があり
ます。
・個人の情報やプライバシーが守られる権利が
あります。
・これらの権利を守るため、患者様は医療従事
者と力を合わせて医療に参加、協力する責任
があります。

基本方針

患者様には以下の権利と責任があります。
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　このプロジェクトは「医療の質指標を活用した計測
活動の継続的な実施」、「自院の立ち位置を把握し、質
改善活動の契機とする」を目的に実施されています。
　プロジェクトで得られた結果を日々の業務に反映し、
地域の皆様のお役に立てるよう職員一同さらに精進し
て参りたいと思います。

「医療
の質可視化プロジェクト」に参加しました
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病気の説明シリーズ

脂質異常症 ②

Vol.33

　脂質異常症について2回にわたり説明して
いきます。2回目は「脂質異常症の治療につい
て」説明します。

　なぜ脂質異常症の予防と治療は必要なので
しょうか？
　それは動脈硬化性の疾患を予防するためで
す。動脈硬化性疾患とは、動脈の壁が硬く厚く
なって血流が悪くなり、さらには閉塞すること
で、その動脈によって栄養が供給されている臓
器に障害がもたらされた状態のことです。
　また、障害された動脈の壁で血小板が病的に
活性化したり、血管内で異常な凝固がおこる結
果、そこで血栓（血のかたまり）ができ、それが脳
などに流れていき、脳梗塞を引き起こすこともあ
ります。
　脂質異常症(高脂血症)の予防と治療には食事
療法（カロリー制限と脂質の制限）と適度の運動
が基本です。

　それらを十分に行ったうえでもデータの改善が
認められない場合は薬物療法を考えます。　　　
　　　　

　ただし、脂質異常症(高脂血症)以外に糖尿病、高
血圧、喫煙、冠動脈疾患、脳梗塞、毛閉塞性動脈硬
化症などをすでに有している場合は脂質異常症(高
脂血症)についてもさらに厳格なコントロールが必
要となります。
　また、高齢者では、その他の合併症、認知機能、生
活機能障害、服薬管理能力、介護の必要性と対処状
況、経済状態などを総合して、薬物療法を開始する
か、どのような薬物を用いるかなどについて検討す
べきです。

脂質異常症の予防と治療

脂質異常症の薬物療法

（監修：院長　辻村　享）

お知らせ

　この度、2023年４月より看護部長に就任
いたしました村上睦始です。歴史ある辻村
外科病院の看護部長を拝命いたしましたこ
と、光栄とともに重圧に身の引き締まる思
いでございます。　　
　当院の基本理念である「明るい笑顔と調
和」に基づき、安心で安全な入院生活が送
れるように患者中心の看護を目指していき
ます。患者様から「辻村外科病院で診ても

らって良かった」と思って頂けるように、地
域医療の貢献に努力して参ります。
　またスタッフがいつも明るく笑顔で、
「人」と「人」とのつながりを大切にしなが
ら成長し、看護の誇りと責任を自覚して、職
場の環境づくりと質のよい看護を提供でき
る看護体制を整えていきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

LDLコレステロール※低下薬
　HMG－CoA還元酵素阻害薬(スタチン)、
　陰イオン交換樹脂(レジン)、
　フィブラート系薬剤、ニコチン酸誘導体、　　　　　
　プロブコール

トリグリセリド低下薬
　フィブラート系薬剤、
　ニコチン酸誘導体、イコサペン酸エチル

※LDLコレステロール
　動脈硬化性疾患を助長するいわゆる
　「悪玉」コレステロールのことです。

脂質異常症の治療薬（作用別）

参考：健康長寿ネットHP
https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/
shishitsuijoushou/shishitsuijosho.html

村上　睦始
看  護  部  長

　今年は１７名の新しい仲間を迎えることが
できました。
　少しでも早く仕事に慣れて地域の皆様の
お役に立てるよう努力して参ります。
　よろしくお願いいたします。

入職式を行いました入職式を行いました

2023年
4月3日

●理学療法士　６名
●作業療法士　１名
●看護師　　　３名
●准看護師　　１名

●ケアスタッフ　　 ２名
●医事課　　　　　３名
●診療放射線技師　１名

看  護  部  長

新 看 護 部 長 の 紹 介

脳神経外科医師の紹介

山 田   隆 壽 先生
出身：愛知県名古屋市
愛知医科大学大学院卒業
医学博士
日本脳神経外科学会専門医
日本抗加齢医学科専門医

やま   だ　    たか  ひさ

脳神経外科を専門に診察してきました。
ご不安がある場合はぜひご相談ください。




